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耐

震

改

修

工

事

（

鉄

筋

工

事

）

種類の記号

２．

・接着系アンカー（図示）　

・金属拡張系アンカー（図示）　　・ダボ筋（図示）

試験　・適用する　　・適用しない

耐

震

改

修

工

事

（

あ

と

施

工

ア

ン

カ

ー

工

事

）

１．あと施工アンカー 設計用引張強度

・金属拡張アンカー

本　体 ダボ筋

種類セット方式

本体打ち込み式

３．施工管理技術者 適用する

管理技術士」の資格以上の能力を有する者とする

（社）日本建築あと施工アンカー協会が定める「あと施工アンカー

耐

震

改

修

工

事

（

コ

ン

ク

リ

ー

ト

工

事

）

１．コンクリートの

適　用　箇　所

＊普通コンクリート

・２４

耐

震

改

修

工

事

（

鉄

骨

工

事

）

１．鉄骨製作工場

適用する（＊超音波探傷試験　　・　　　　　　　　　　　　）

めっき

６．既存部分の撤去等 既存仕上げ及び既存構造体の撤去範囲

＊図示

耐

震

改

修

工

事

２．

（

グ

ラ

ウ

ト

工

事

）

構造駆体用モルタル１．

無収縮モルタル材　　製造所　評価名簿による

耐

震

改

修

工

事

１．

（

柱

補

強

工

事

）

既存仕上げ材の撤去 撤去範囲　　＊図示

２． 目荒らしの程度　　＊図示

柱頭及び柱脚の隙間　　＊図示

・溶接金網巻き工法及び溶接閉鎖フープ巻き工法

溶接金網の継ぎ手　　＊重ね継ぎ手　　・　　

コンクリート及び構造駆体用モルタルの厚さ及び打込み

厚さ　　＊図示

打込み　　・流し込み工法　　・圧入工法

・鋼板巻き工法

・帯板巻き付け工法

・連続繊維シート工法

隅角部の面取りの大きさ　　＊図示

製造所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

接着性試験及び耐久性試験　　・行う　　・行わない

耐

震

改

修

工

事

（

耐

震

ス

リ

ッ

ト

新

設

工

事

）

１．スリットの種類 ＊完全スリット　　・部分スリット

製造所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

スリットの幅及び深さ

充てん材

２．ス リ ッ ト へ の シ ー リ ン グ 材 　 　 施 工 箇 所 は 図 示

耐 火 材 の 使 用 　 ・ 使 用 す る 　 ・ 使 用 し な い

施 工 箇 所 防 火 性 能 材 　 　 料

施 工 箇 所 防 火 性 能 材 　 　 料

遮 音 材 の 使 用 　 ・ 使 用 す る 　 ・ 使 用 し な い

設計基準強度

＊２１

フリーアクセス

フロアー

＊タイルカーペット（＊Ａ種　・Ｂ種）

・帯電防止ビニル床タイル

ボーダー部及びスロープ　＊メーカー仕様　　・図示

床表面仕上げ材の材質

パネル要素の材質　　・　　

高さ (㎜ )　　　（　　　　　　　）

耐荷重性能　　　・ 3 0 0 0 N 　　  ・ 5 0 0 0 N

地震時水平力　　・ 1 . 0 Ｇ　　  ・ 0 . 6 Ｇ

構　法　　・パネル構法　　　・溝構法

パネル寸法　　・　　

そ　

の　

他　

改　

修　

工　

事

旧仕上げ材の撤去　・全面　＊図示

ひび割れ部改修

シール工法

Ａ）　　　　　ｍ

Ｂ）　　　　　ｍ

Ｃ）　　　　　ｍ

Ｄ）　　　　　ｍ ｍ ｍ

シーリング改修

シーリング再充填工法

ｍ ｍ

　㎜×　　㎜ 　㎜×　　㎜

外壁改修フロー及び数量

・コンクリート打放し仕上外壁の場合

・モルタル塗り仕上げ外壁の場合

旧仕上げ材の撤去　・全面　　＊図示

ひび割れ部改修 欠損部改修 浮き部改修 シーリング改修

モルタル撤去　・しない　・する

シール工法 充填工法

Ａ）　　　ｍ

Ｂ）　　　ｍ

Ｃ）　　　ｍ

Ｄ）　　　ｍ ｍ ｍ

㎡ ㎡

ｍ ｍ

カッター切り カッター切り
㎡ ㎡ ㎡ ｍ ｍ

㎜×　㎜ ㎜×　㎜

・タイル張り仕上げ外壁の場合

欠損部改修

充填工法

欠損部改修

充填工法

㎡

幅 1 0 0 ㎜程度

外壁調査（施工数量調査）

外壁調査（施工数量調査）

樹脂注入工法 (注 1 )

一般部分

指定部分

一般部分

指定部分

一般部分

指定部分

外壁調査（施工数量調査）

ひび割れ部改修 欠損部改修

モルタル撤去　・しない　・する

Ａ）　　　ｍ

Ｂ）　　　ｍ

Ｃ）　　　ｍ

Ｄ）　　　ｍ ｍ ｍ

㎡

ｍ ｍ ｍ

㎜×　㎜ ㎜×　㎜

浮き部改修

㎡ ㎡ ㎡

㎡

ｍ

カッター切り カッター切り

一般部分

指定部分

一般部分

指定部分

一般部分

指定部分

タイル張替工法

シーリング改修 目地改修

伸縮目地改修目地ひび割改修

表　　　　　示

ロールスクリーン 材質　　　　　　　　　　　　　品質

製造所

形　式 材　種 開閉方法 スラットの
成形幅 (㎜ )

備　考

横　型
＊アルミ ＊ギヤー式 ＊２５

・コード式 ・３５・　

室名札

・ａ－１型材　質
＊アクリル板

・　

・ａ－３型

・ａ－２型

・ａ－４型

・一般室名札板

（・ａ型  ＊ｂ型）

種　別 ・一般型 ・公共住宅型

＊エナメル書き
・　文字書

＊  8 0 × 2 4 0
・　

寸法 ( m m )

＊アルミニウム製
支持具

・　

カーテン及び

カーテンレール

カーテン

施工箇所 きれ地の品質 形　式 引分装置

・引分け
・  有
＊  無

カーテンレール

材　種　＊ステンレス製　　・アルミニウム製

形　状　・Ｃ型　　　＊Ｄ型　　　・角型

点　　検　　口

 材　種
＊アルミニウム製

・　
＊ステンレス製
・アルミニウム製

 寸　法
・　 ・　

天　　井 床

１．

２．

３．

４．

５．

６．

ヶ所

㎡ ㎡ ㎡

下地調整　　・全面　　＊図示

仕上塗材仕上げ　　・全面　　＊図示

㎡ ㎡ ㎡

下地調整　　・全面　　＊図示

仕上塗材仕上げ　　・全面　　＊図示

５．コンクリートの

・　　

２．

打込み

塩 化 物 量 及 び

ア ル カ リ 総 量

型 枠 の せ き 板３．

４．既存部分の撤去 既存仕上げの撤去　　撤去範囲　＊図示

既存駆体の撤去　　　撤去範囲　＊図示

打込み工法の種類　　・流し込み工法　　・圧入工法

施工管理技術者　　・適用する　　・適用しない

２．鋼　　　　　材

４．溶 接 部 の 試 験

５．鋼材の溶融亜鉛

既存部分の処理

３．工　　　　　法

１．鉄　　　　　筋

溶　接　金　網

３． シ ア コ ネ ク タ

項　 　　目 項　 　　目 項　 　　目 項　 　　目

８

│

２

８

│

３

８

│

４

８

│

５

８

│

６

８

│

７

(8.2.1)

(8.2.2)

(8.2.4)

(8.3.4)

＊ＳＤ295Ａ

＊ＳＤ345

Ｄ10　Ｄ13　Ｄ16

Ｄ19以上

寸法　＊6.0φ×100×100　

径(mm) 埋込み深さ(mm) 径(mm) 長さ(mm)

径（mm）

施工箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(8.10.1)

(8.1.3)

(8.5.4)

(8.2.6)

塩化物量　　0.3kg/m3以下

＊合板（厚さ１２mm）　　・合板（厚さ１５mm）

Fc=(N/㎜2)

アルカリ総量　　総量3kg/m3以下

種 類 と 強 度

(8.18.3)

(8.1.5)

(7.1.3)

(8.2.7)

(8.2.8)

(8.13.11)

(7.12.3)

(8.18.2)

種別　＊（表14.2.2）のＡ種

３．高 力 ボ ル ト

(8.2.10)

(8.2.10)

(8.20.2)

(8.20.3)

(8.20.5～7)

圧縮強度(N/㎜2) フロー値（mm）

《20.2.14》

＊ 450×450 ＊ 600×600
(㎜)

Ｕｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法

100×300×30㎜程度

樹脂注入工法(注1) Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填 ﾓﾙﾀﾙ塗替工法 部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂

部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂 全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填 ﾀｲﾙ部分張替工法樹脂注入工法 (注 1 )

(注1)　ひび割れ幅(㎜)は　Ａ）：0.3以上0.5未満、　Ｂ）：0.5以上1.0未満、　Ｃ）：1.0以上、　Ｄ）：　　を示す　

全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ ｼｰﾘﾝｸﾞ再充填工法

全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂 全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ注入工法　・注入口付

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ注入工法　・注入口付

ｼｰﾘﾝｸﾞ再充填工法

図 面 番 号

仕 様 書 ４ 設 計 者
４

10

種類の記号（・SS400　・SN400B　・SN400C　・SN490B　・SN490C）

《20.2.10》

《20.2.2》

《20.2.12》

《20.2.13》

７．既存部分の処理

(8.18.3)

８．錆止め塗装

(7.8.3)

グ ラ ウ ト 材

ブ ラ イ ン ド
・接着系アンカー

接着剤の材質 カプセルの種類

性能確認試験　　＊行わない　　・行う

施工確認試験　　・行う　　　　・行わない

ｴﾎﾟｷｼｱｸﾘﾚｰﾄ樹脂 ﾌｨﾙﾑﾁｭｳﾌﾞ(回転・打撃式)

２． あと施工アンカー

(8.10.4)

(14.1.2)

の　 　試 　　験

「試験方法はＪＣＡＡあと施工アンカー現場試験方法による」

引抜耐力Ta (ｔ／本)試験体の数 (本 )
１ロット当たりのアンカー径(mm)

部　長 課　長 係　長 係 益 田 市 建 設 部 建 築 課 岡崎建築設計事務所

一級建築士登録１１００６６号 岡崎保正
一級建築士事務所登録１５１５号

８

│

１

目荒らしの程度　　＊図示

＊トルシア形　　・溶融亜鉛めっき高力ボルト

＊ＪＩＳＫ５６２５　２回塗り

・サンダー掛け

グラウト材の品質は表8.2.8による

圧縮強度は材齢２８日　30N/mm2以上

・片引き

２１・２
一級建築士第261702号　三浦貴之

（１２） 西益田小学校屋体耐震補強工事


